●　釜口水門の変遷（旧水門、新水門）
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■　旧水門の概要

昭和初期の諏訪湖改良工事計画は、昭和７年の時局匤救農村振興土木事業として起こされ、諏訪湖の氾濫を防ぐことを主眼とし湖内浅底部の浚渫と諏訪湖出口より天竜川下流観音橋に至る約4,000ｍの区間を浚渫することとした。
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しかし、天竜川を浚渫することにより、諏訪湖の水位低下が起こり、湖の利用者に対して被害を及ぼすため、諏訪湖出口に水門を建設して、諏訪湖を完全なる貯水池とし、人為的に水位を調節することとした。この工事は昭和７年に着工し、昭和12年に竣工した。

水門による洪水調節は、諏訪湖への流入量３９０ｍ3／sのうち１９０ｍ3／sを調節し、最大２００ｍ3／sを放流するものとした。　　　　（Ａ）

※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

■　新水門の概要
旧水門設置後も幾多の洪水により湖が氾濫し、多大な被害を受けてきたため、昭和４８年に天竜川工事実施基本計画が策定され、釜口水門の最大放流量が２００ｍ3／sから６００ｍ3／sに改訂された。

このため、老朽化が著しく、放流能力不足のため旧水門の改築計画が立案され、上流約８０ｍの地点に新水門の建設を昭和５３年に着工し、昭和６３年７月に完成した。

この時、天竜川の流下能力、諏訪湖周辺での湖岸堤、流入河川の状況などを踏まえて、最大３００ｍ3／sを放流する暫定操作規則で平成４年６月から運用を開始した。

その後、天竜川第Ⅱ期改修事業により流下能力４００ｍ3／sが確保されたのを受け、平成１３年６月より最大４００ｍ3／sを放流する新操作規則で運用を開始した。（Ａ）、（Ｂ）

■　釜口水門の変遷（旧水門、新水門）の参考文献
Ａ：「釜口水門工事誌」：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：釜口水門改修工事の概要

　　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課、建設課

Ｂ：「住宅宅地基盤（広域基幹河川）事業設計委託（釜口水門操作規則改定業務）　平成１２年度」

：長野県諏訪建設事務所作成

　　　　　内容：操作規則改定検討

　　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課
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